
日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団
の
債
務
等
の
処
理
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す

る
附
帯
決
議

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

参
議
院
国
土
交
通
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期

す
べ
き
で
あ
る
。

一

Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
及
び
Ｊ
Ｒ
貨
物
へ
の
税
制
面
も
含
め
た
支
援
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
安
全

運
行
の
基
礎
と
な
る
人
材
の
確
保
・
育
成
並
び
に
賃
金
及
び
労
働
時
間
等
の
労
働
条
件
の
改
善
に
も
配
慮

し
、
将
来
像
の
明
確
化
と
そ
の
実
現
に
加
え
、
経
営
自
立
の
実
現
が
で
き
る
よ
う
万
全
を
期
す
こ
と
。
ま

た
、
「
二
島
特
例
」
や
「
承
継
特
例
」
な
ど
の
税
制
特
例
措
置
を
始
め
と
す
る
既
存
の
経
営
支
援
ス
キ
ー

ム
に
つ
い
て
は
、
経
営
自
立
を
果
た
す
ま
で
の
間
、
現
行
水
準
の
維
持
に
努
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
見
通
せ
な
い
中
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
支
援
内
容
を
適
宜
見
直

す
な
ど
、
三
社
は
も
と
よ
り
公
共
交
通
全
般
へ
の
適
時
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二

経
営
安
定
基
金
に
つ
い
て
は
、
長
期
に
わ
た
る
低
金
利
に
よ
り
当
初
想
定
し
て
い
た
効
果
が
十
分
に
発

揮
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
経
済
・
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
実
効
性
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
適
宜

適
切
に
検
討
を
行
う
こ
と
。

三

Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
及
び
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
三
社
は
主
体
的
に
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
引
き
続
き
努



め
る
と
と
も
に
、
住
民
の
意
向
や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
国
と
地
方
公
共
団
体
は
連
携
し
て
必
要
な
施

策
を
講
じ
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
鉄
道
網
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
万
全
を
期
す
こ
と
。
特
に
、
Ｊ
Ｒ

が
主
体
的
に
持
続
可
能
な
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
事
業
領
域
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
公
共
団

体
が
連
携
し
て
必
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
。
ま
た
、
今
後
、
更
な
る
加
速
が
想
定
さ
れ
る
人
口
減
少
・

高
齢
化
に
よ
り
、
人
流
・
物
流
網
の
維
持
・
活
性
化
が
重
要
な
課
題
と
な
る
中
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
及
び
Ｊ
Ｒ

四
国
の
取
組
を
、
全
国
各
地
域
に
お
け
る
将
来
的
な
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

四

地
域
社
会
の
維
持
・
発
展
に
資
す
る
よ
う
、
企
業
立
地
、
観
光
振
興
、
地
域
内
又
は
地
域
間
の
交
流
等

を
促
進
す
る
た
め
の
基
幹
的
高
速
鉄
道
網
の
形
成
や
空
港
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
札

幌
ま
で
の
北
海
道
新
幹
線
の
工
事
実
施
に
お
い
て
地
域
住
民
へ
の
配
慮
に
努
め
る
と
と
も
に
、
四
国
に
お

け
る
新
幹
線
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
こ
と
。
な
お
、
並
行
在
来
線
の
存
続
に
関
し
て
は
、
物
流
面
及

び
住
民
の
足
の
確
保
も
考
慮
し
た
協
議
が
行
わ
れ
る
よ
う
指
導
等
を
行
う
こ
と
。

五

環
境
特
性
、
労
働
生
産
性
な
ど
の
面
か
ら
、
我
が
国
物
流
の
貨
物
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進

が

重

要

で

あ

る

こ

と

に

鑑

み

、

必

要

な

幹

線

鉄

道

網

の

維

持

に

つ

い

て

は

、

単

に

鉄

道

政

策

の

み

な

ら

ず
、
物
流
や
環
境
に
係
る
財
源
の
活
用
等
様
々
な
政
策
に
よ
っ
て
対
処
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


